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H03J 同調共振回路；選択共振回路 

注 

このサブクラスは，同調と他の機能の結合した制御，例．同調

の制御と音量と制御との結合，局部発振器の制御と付加的共振

回路の制御との結合も含めて，同調の制御も包含する。［３］ 

サブクラス内の索引 

同調 

連続 ............................................ 3/00 

非連続 .......................................... 5/00 

自動周波数制御 ................................... 7/00 

遠隔制御......................................... 9/00 

自動周波数掃引 ................................... 7/00 

細部 ............................................ 1/00 

1/00 共振回路一般の調整，駆動，指示または機

械的制御装置の細部［２００６．０１］ 

1/02 ・指示装置 

1/04 ・・光学的指示手段をもつもの 

1/06 ・駆動または調整装置；他の駆動または調

整装置と結合したもの，例．利得制御に

ついてのもの 

注 

グループ１／１４，１／１６はグループ１／０８から１／１２

に優先する。 

1/08 ・・歯車駆動；ウォーム駆動 

1/10 ・・ロープ駆動；鎖駆動 

1/12 ・・摩擦駆動 

1/14 ・・微同調および粗同調のための特殊装置 

1/16 ・・２以上の作用を独立して行なう単一制

御手段 

1/18 ・補助動力による制御 

1/20 ・・制御電流がスイッチされている間，補

助動力がスイッチされているもの 

1/22 ・・制御パルスによって動作する節動装置

をもつもの 

3/00 連続同調（Ｈ０３Ｊ７／００，Ｈ０３Ｊ９

／００が優先；バンドスプレッド以外の連

続同調および非連続同調の組み合せＨ０３

Ｊ５／００）［３］ 

3/02 ・細部 

3/04 ・・温度等の物理量の変化に対する補償装

置［２００６．０１］ 

3/06 ・・１または複数の同調範囲にわたり帯域

幅または利得一定を得る装置［２００６．

０１］ 

3/08 ・・・同調操作と同時に別の媒介変数を変

化させるもの，例．帯域フィルタの結合 

3/10 ・・微同調用回路装置，例．バンドスプレ

ッド 

3/12 ・・正しい同調を指示するための電気的に

操作される装置 

3/14 ・・・可視指示，例．マジックアイ 

3/16 ・・リアクタンス素子を移動させない同調，

例．透磁率の変化によるもの 

3/18 ・・・可変リアクタンスを擬似する電子管

または半導体装置によるもの 

3/20 ・インダクタンスのみまたはキャパシタン

スのみの変化による単一共振回路の連続

同調 

3/22 ・インダクタンスおよびキャパシタンスの

同時変化による単一共振回路の連続同調 

3/24 ・ほぼ同一周波数に同調されている複数個

の共振回路の同時連続同調，例．単一つ

まみ同調用 

3/26 ・・各回路が帯域ろ波器を形成するように

結合されているもの 

3/28 ・同調範囲にわたり同調周波数の差が一定

である複数個の共振回路の同時連続同調 

3/30 ・・可変誘導素子に関するトラッキングを

確実にするための装置 

3/32 ・・可変コンデンサに関するトラッキング

を確実にするための装置 

5/00 非連続同調；所定周波数の選択；１または

それ以上の帯域における連続同調の有無に

関係のない周波数帯域の選択，例．押ボタ

ン同調，ターレットチューナ（Ｈ０３Ｊ７

／００，Ｈ０３Ｊ９／００が優先；バンド

スプレッド用Ｈ０３Ｊ３／１０）［３］ 

5/02 ・多数の所定整定をもちそれらの整定のう

ちの所望の１つに調整可能な１個の可変

同調素子をもつもの 

5/04 ・・手動操作によるもの 

5/06 ・・・スナップアクションを有する単一の

索引付与手段によって定められる整定 

5/08 ・・・別々に作動する多数の位置決定手段

によって定められる整定 

5/10 ・・・所望の位置に調整できる共通支持体

上に実装された多数の位置決定手段によ

って定められる整定であって，相異なる

位置決定手段が各位置において動作状態

にあるもの 

5/12 ・・・同調素子を所望の整定に直接調整す

る別々に作動した多数の駆動手段によっ

て定められる整定 

5/14 ・・補助動力によって働かされるもの 

5/16 ・・・手動により別々に作動する多数の位

置決定手段によって定められる整定 

5/18 ・・・電磁石により別々に作動する多数の

位置決定手段によって定められる整定 

5/20 ・・・同じまたは他の補助動力によって異

なる各位置に調整できる第２の手段によ

り作動する多数の位置決定手段によって

定められる整定 

5/22 ・・・同調素子を所望の整定に直接調整す

る多数の別々に作動する駆動手段によっ

て定められる整定 
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5/24 ・あらかじめ同調されている多数の同調回

路または選択的に回路に投入される多数

の同調素子をもつもの，例．波長帯選択

用またはテレビジョンチャネル選択用

［２００６．０１］ 

5/26 ・・手動操作によるもの 

5/28 ・・・回転軸に直角な一平面上に配列され

た接点群をもつ回転部分に支持された同

調回路または同調素子 

5/30 ・・・回転軸に平行な各線上に配列された

接点群をもつ回転部分に支持された同調

回路または同調素子 

5/32 ・・・押ぼたんによって選択される固定同

調回路または同調素子 

7/00 自動周波数制御；全帯域にわたる自動周波

数掃引［３］ 

7/02 ・自動周波数制御（Ｈ０３Ｊ７／１８が優

先）［２００６．０１］ 

7/04 ・・周波数制御が非機械的調整素子の電気

特性の変化によって達成されるもの，ま

たは周波数制御素子の性質が重要でない

もの［３］ 

7/06 ・・・計数器または周波数分割器を用いる

もの［３］ 

7/08 ・・・バラクタ，すなわち電圧可変リアク

ティブダイオードを用いるもの（Ｈ０３

Ｊ７／０６が優先）［３］ 

7/10 ・・・・自動周波数制御感度の修正または

自動周波数制御操作の直線化［３］ 

7/12 ・・・・自動周波数制御電圧と安定化され

たバラクタ供給電圧との結合［３］ 

7/14 ・・・誘導鉄心内の磁束を制御するもの（Ｈ

０３Ｊ７／０６が優先）［３］ 

7/16 ・・周波数制御が機械的手段によって達成

されるもの，例．モータによるもの［３］ 

7/18 ・全帯域にわたる自動周波数掃引［３］ 

7/20 ・・掃引が非機械的調整素子の電気特性の

変化によって達成されるもの［３］ 

7/22 ・・・自動周波数制御回路が掃引動作停止

後に動作状態となるもの（Ｈ０３Ｊ７／

２４が優先）［３］ 

7/24 ・・・バラクタ，すなわち電圧可変リアク

ティブダイオードを用いるもの（Ｈ０３

Ｊ７／２８が優先）［３］ 

7/26 ・・・・自動周波数制御回路が掃引動作停

止後に動作状態となるもの［３］ 

7/28 ・・・計数器または周波数分割器を用いる

もの［３］ 

7/30 ・・掃引が機械的手段によって達成される

もの，例．モーターによるもの［３］ 

7/32 ・・受信周波数の一斉表示，例．パノラマ

受信機［３］ 

9/00 同調回路の遠隔制御；同調の遠隔制御と他

の機能，例．輝度，増巾，とを結合したも

の（機械的遠隔制御装置Ｈ０３Ｊ１／００）

［３］ 

9/02 ・無線によるもの；近接電磁界によるもの

［３］ 

9/04 ・超音波，音波，または亜音波によるもの

［２００６．０１］ 

9/06 ・無線周波以外の電磁波，例．光，による

もの［３］ 

 


